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本日の

内容

01. 渡名喜村役場について

共同採用試験とインターンシップ
〜離島で働くための第一歩〜

02.

03.

離島で働き、暮らすということ
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位置：沖縄本島の西方約60km
面積：3.87平方キロメートル　 沖縄で一番小さい
人口：277人(R7年4月末現在)　 沖縄で一番少ない
アクセス：那覇泊港からフェリーで約2時間。毎日午前
中に上下1便運航。4〜10月は金曜日に15:35那覇行きも
運航し、那覇からの日帰りが可能

那覇久米島

渡名喜島 沖縄本島

粟国島

慶良間諸島

１.
渡名喜村役場について
渡名喜村の基本情報
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　フクギ並木や赤瓦の家々が並ぶ美しい集落は、国の「重要伝統的建造物群
保存地区」に選定されています。
　100年以上続く水上運動会や、子どもたちが参加する朝の集落清掃活動（朝
起き会）など、島の独自の文化やコミュニティーを大切に守っています。
　厳しい自然環境の中で、渡名喜の人々は助け合い（ゆいまーる）、たくま
しく生きてきました。その中で培われた「忍耐」と「勤勉」の精神は、今も
島の心として受け継がれています。

１.
渡名喜村役場について
渡名喜の誇りと、受け継がれる心
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１.
渡名喜村役場について
渡名喜の特産品
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もちきび 島にんじん 産品を使用した加工品



　 役場の職員は、定数27名に対し、正職員17名と会計年度任用職員9名（うち2
名は地域おこし協力隊）が勤務し、沖縄県と沖縄銀行からの派遣職員4名がサポ
ートしています。 
　 職員不足という課題を抱えつつ、多くの職員が複数の業務を兼務しながら、
一人ひとりが、島の住民の暮らしに欠かせない重要な役割を担っています。

１.
渡名喜村役場について
小さな島を支える、大きな役割
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役割: 
　住民のすぐそばで、戸籍、福祉、教育、建設、税務など、生活
に密着した行政サービスを直接提供します。
　住民との「顔の見える関係」の中で、地域の声を受け止め、地
域づくりに活かしていく、「現場の最前線」の存在です。

仕事の対象:  住民一人ひとり

魅力:
住民の顔が見え、「ありがとう」の感謝の言葉を直接聞けま
す。
自分の仕事が、地域の未来を直接創っていると実感が持てま
す。
幅広い業務を経験でき、地域全体を俯 できる能力を身につ
けることができます。

１.
渡名喜村役場について
役場職員の役割と魅力
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１.
渡名喜村役場について
村の将来像「温もりの海郷・渡名喜」の実現に向けて

　 渡名喜村では、「温もりの海郷・渡名喜」という将来像を掲げ、総合計画に基づ
いて各種施策を推進しています。
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１.
渡名喜村役場について
役場のリアル
-
若手でも新しい挑戦ができる

　 渡名喜村は、人口減少、人材不足など様々な課題を抱えています。 
　 こうした状況を乗り越えるためには、新しい力が不可欠です。 
　 役場の職員不足は課題である一方、若くても新しい仕事に挑戦しやすい環
境です。
　 また、役場では、外部の力も積極的に取り入れていきます。

地域活性化起業人：東京の大手広告代理店からプロ人材を受け入れ、
戦略的な情報発信を進めます。 
地域おこし協力隊：関係人口の創出を目指します。 

　 役場の職員は、こうした外部人材とも連携し、ノウハウを積極的に吸収し
ながら、自己の成長とともに、島の自立発展につなげていきます。 
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【ワーク・ライフ・バランス】
離島での暮らしは、仕事だけでなくプライベートも充実します。
満点の星空、透き通った海が日常の風景になります。
都会の喧騒から離れ、穏やかな時間が流れます。
ワーク・ライフ・バランスを重視したい方にとって、魅力的な環境です。

【地域の一員として】
離島では、地域コミュニティの一員としての役割も大切になります。 
伝統行事や地域活動への参加を通じて、村民との絆が深まります。 
「役場の職員」としてだけでなく、「地域の一員」として村づくりに参
加するやりがいもあります。 

２.
島で働き、暮らすということ
仕事とプライベート、そして地域の一員として
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学　校：幼稚園1施設
　　　　小中学校1校
医　療：診療所1施設
　　　   歯科診療所1施設(休診中)
買　物：商店2店舗
食　事：食堂4店舗
　　　　コーヒーショップ1店舗
その他：郵便局1カ所
　 　　  ガソリンスタンド1カ所
備　考：ヤマト運輸、アマゾン
　　　　も配達されます。

暮らし

離島住民旅客運賃の補助
自動車航送運賃の補助
移住者用住宅(多用途住宅)
妊婦通院交通費及び宿泊費助成
こども医療費の助成
出産祝い金の支給
入学祝い金の支給
給食費無料(幼小中学校)

など

支援

２.
島で働き、暮らすということ
島での暮らしと、移住を支える支援
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【概要】
　 渡名喜村を含む沖縄県の離島8町村
では、共同で職員採用試験を実施して
います。
　 最大のメリットは、一度の試験
で、複数の町村への応募が可能になる
ことです。
　 受験者の負担を軽減し、より多く
の方に離島で働くチャンスを提供して
います。 

【求める人材例】
地域のために貢献したいという熱
い想いを持っている方
多様な業務に前向きにチャレンジ
できる、柔軟性のある方
離島での暮らしそのものを、ポジ
ティブに楽しめる方

３.
共同採用試験とインターンシップ
離島で働くチャンス！共同採用試験の概要
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３.
共同採用試験とインターンシップ
渡名喜村役場の募集職種と試験スケジュール
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主なスケジュール
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

職員採用
共同試験

インター
ンシップ
（予定）

受付期間
7/1-7/31

１次試験
9/1-9/30

１次合格
10/17

2次試験
11/22

2次合格
12/10

1泊2日
で実施

募集職種

＜主な受験資格＞
・昭和55年4月2日以降に生まれた方
・高等学校以上の学歴
・普通自動車免許
＜主な職務内容＞
事務職：総務・財政・税・産業・土木・教育・福祉業務等全般
＜勤務地＞
渡名喜村役場又は渡名喜村教育委員会

行政職
＜主な受験資格＞
・幼稚園教諭免許及び保育士資格
・普通自動車免許
＜主な職務内容＞
幼稚園教育又は保育業務
＜勤務地＞
村内幼稚園又は保育所

保育教諭職



３.
共同採用試験インターンシップ
まずは体験から！インターンシップのご案内

　 「いきなり離島に就職は、、、」という方、まずは島の仕事を体験
してみませんか？
　渡名喜村では、共同試験１次合格者向けの１泊２日のインターンシッ
プも予定しています。

【予定しているプログラム】
地域活性化起業人で受け入れる予定のプロ人材と一緒に、島の魅力を
発信するプロジェクト等に挑戦してもらいます。
戦略的な情報発信やブランディングなどの手法を学び、ご自身で感じ
た渡名喜の魅力を記事作成に取り組んでもらいます。

【補助内容】
　那覇港から渡名喜港間の船代、渡名喜での宿泊代などを補助します。

【その他】
　１次合格者以外の方でも、補助はございませんが、ご要望に応じて実
施可能ですので、ご興味のある方は、お気軽にお尋ねください。
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まとめ

渡名喜村役場は「職員不足」という課題に直面していますが、県や民
間企業も一体となって、住民サービスの維持、課題解決に取り組んで
います。
村役場の仕事は、住民に最も近い場所で、地域に直接貢献できる大き
なやりがいがあります。
離島での暮らしは、豊かな自然と地域との深いつながりの中で、都会
では得られない貴重な経験ができます。

　 皆さんの将来のキャリアの選択肢として、渡名喜村役場の職員という
道を、考えてもらえたら嬉しいです。
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